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大和路を愛した巨匠

土門拳･入江泰吉二人展
　昭和の写真界を代表する二人の巨匠、土門挙(1909-1990)と入江泰占(1905-1992)は、ともに大和路を愛し、

生涯を通して大和路の古寺、仏像を撮影し続けました。

　土門挙が初めて大和路を訪れたのは昭和14(1939)年、それ以降、車椅子に身をゆだねた最晩年まで、大和

路の古寺、仏像の秀作を数多く発表しましたレ一方、入江泰占は疎開のため引き揚げた郷里奈良で占美術接収

の噂を聞き、写真による記録を決意。そして死の前年まで大和路を撮り続けたのです。

　クローズアップを多用し仏像や古建築に追る土門挙の作品と、在りし日々の面影を追い求め静謐で叙情豊か

な入江泰吉の作品はときに｢動｣と｢静｣､｢剛｣と｢柔｣といわれます。このように作風は異なりますが、｢目本の美｣

｢目本の心｣を追求するという点においては共通しています。

　大和路を愛したニ人の巨匠の作品から｢目本の美｣｢日本の心｣を再発見してください。
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交通機関

[自動車]東名阪[四日市IC]より国道４７７号線(湯の山街道)

を濡の山方面へ約６．５ｋｍ

無料駐車場(普通車１００台、大型バス駐車可)

[電車]近鉄｢四日市駅｣下車、近鉄湯の山線に乗り換え約２５

分｢大羽根園駅｣下車、西へ３００ｍ、４７７号線沿い北側

全館バリアフリー対応、常備車椅子４台
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